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Effects of line cutting on diameter growth in an A bies homolepis - A bies ueichii mixed plantation， 

Mt. Fuji， central Japan 
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Summary : We showed effects of line cutting on diameter growth in an 46 years-old Abies homolepis 

Abies veichii mixed plantation， Mt. Fuji， central Japan. Frequency distribution of diameter at breast 

height (DBH) in 2007 and DBH growth between 2007 and 2009 were significantly larger in A. veichii than 

in A. homolepis， respectively. Significant negative correlation between distance from巴dge of line cutting 

and DBH growth was found in A. homolepis， not in A. veichii. Since growth of A. veichii may outperform 

with A. homolepis， additional management to reduce competition between two species would be necessary 

要旨・70状伐採が行われた46年生のウラジロモミ シラベ混交植栽人工林において、 その後の胸高直径生長に

ついて解析を行った。2007年の胸高直径の頻度分布は、 シラベの方が有意に大きく、2007-2009年の胸高直径

成長もシラベの方が有意に大きかった。 伐採列の端からの距離が離れる(すなわち、 より残存列の内側になる)

につれ、 胸高直径成長が低減する傾向が両種ともに見られたが、 ウラジロモミでのみ有意な関係が克られた。

ウラジロモミの方がシラベよりも成長が劣り、手IJ状伐採によって産み出された光環境の傾度への反応でも残存

列の内側になる程成長が低減していることが明らかになった。 両種を共存させるためには、競争緩和のための

間伐が必要となるかもしれない。

はじめに

複数種が植栽された混交植栽人工林は、単一種植栽人

工 林 に お け る問題点を緩和す るオプシ ョ ンとして

(Lamb et al. 2005)、また草本群集などで活発に議論さ

れている生物多様性一生態系機能関係における樹木 群集

のモデル実験系として(Potvin and Gotelli 2008)、 世

界的に注目されている(例えば、Scherer-Lorenzen et 

al. 2005)。 しかしながら、 同一種のみの競争を理論的に

応用して間伐等の施業体系が確立されてきた単一種植栽

人工林とは異なり、混交植栽人工林では複数種での競争

に関して考慮しなければならない。 したがって、単一種

とは異なる施業体系を考える必要があるが、その管理に

ついての研究はほとんど行われていない(山本1995)。

そこで本研究では、ウラジロモミーシラベ混交植栽人

工林における列状伐採が直径成長に及ぼす影響について

調査を行ったので報告する。

調査地および方法

調査地は、 鳴沢村内の県有林の 46年生のウラジロモ

ミ シラベ混交植栽人工林である。標高は165 0mである。

2004年に幅10 mの列状伐採(残存列幅20 m) が行

われた。2007年に100X100 mの調査区を設定した。 今

回の解析ではそのほぼ中央部の 30x 100について解析

を行った(図1)。 胸高直径3cm以上の生立木を対象

とした毎木調査を2007年および2009年に行い、立木位

置図を作成した。 また、 伐採された境界からそれぞれ立

木までの距離を計測した。

本研究は、山梨県森林総合研究所課題「生態的プロセスを重視した針葉樹人工林の林種転換」等によって行われた。
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図1 立木位置図
(口:ウラジロモミ、 ・:シラベ)
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結果および考察

2007年の胸高直径の頻度分布は、 シラベの方が有意

に大きく(図2 )、 調査期間中の胸高直径成長もシラベ

の方が有意に大きかった(図3、ともにU-test. p=O.OOl)。
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伐採列の鳴からの距離

図4 伐採列の端からの距離と胸高直径成長の関係
(口・ーー:ウラジロモミ、 ・. --- シラベ)

図4に、伐採列の端からの距離と胸高直径成長の関係

を示した。 距離が離れる(すなわち、より残存列の内側

になる) につれ、胸高直径成長が低減する傾向が両種と

もに見られたが、ウラジロモミでのみ有意な負の関係が

見られた(ウラジロモミ: p=0.032、シラベ: p=0.539)。

以上の結果、ウラジロモミの方がシラベよりも成長が

劣り、列状伐採によって産み出された光環境の傾度への

反応でも残存列の内側になる程成長が低減していること

が明らかになった。 混交植栽人工林では、植栽種の特性

によっては、一方の種の成長が抑圧される例も報告され

ている(Hunt et al. 1999， Parrota 1999)。 調査 林分で

この後どのような競争関係が生じるかにもよるが、両種

を共存させるためには、競争緩和のため の間伐が必要と

なるか もしれない。
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